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第二東海自動車道横浜名古屋線における高速道路利便施設等の事業概要 

１．申出者の概要 

 （１）法 人 名      中日本高速道路株式会社 

 （２）設  立      平成１７年１０月 １日 

 （３）資 本 金      ６５０億円 

 （４）事業内容      ・道路整備特別措置法に基づき行う高速道路の新築又は改築 

              ・独立行政法人日本高速道路保有・債務返済機構から借り受けた道路資産に係る高速道路につ

いて道路整備特別措置法に基づき行う維持、修繕、災害復旧その他の管理 

              ・高速道路の通行者又は利用者の利便に供するための休憩所、給油所その他の施設の建設及び

管理 

              ・その他 

２．事業の概要 

 （１）連結の位置     静岡県小山町大御神字神明原（小山 PA(仮称)上り線） 

              静岡県小山町大御神字木賀（小山 PA(仮称)下り線） 

 （２）連結の形態     閉鎖型 

 （３）連結予定施設    休憩所（飲食コーナー、売店コーナー、自販機コーナー） 

              ・敷地面積 29,126 ㎡（変更前：17,624 ㎡） 
上り線：24,925 ㎡（変更前：11,740 ㎡） 下り線：4,201 ㎡（変更前：5,884 ㎡） 

              ・施設の構造 休憩施設（上り線） 鉄骨平屋建 建築面積 3,015 ㎡（変更前：796 ㎡） 

                         （下り線） 鉄骨平屋建 建築面積 727 ㎡ 

                     ｺﾞﾐ仮置場及び清掃員詰所（上り線） 鉄骨造 建築面積 48 ㎡ 

                     ｺﾞﾐ仮置場及び清掃員詰所（下り線） 鉄骨造 建築面積 48 ㎡ 

 （４）工事費の概算額   約４８億円（変更前：約７億円） 

 （５）連結開始予定時期  令和１０年 ３月（変更前：平成３３年 ３月） 

 （参考）位置図（別紙１―１・１－２）、配置図（別紙２―１・２－２）、休憩施設平面図（別紙３－１・３－２）、休憩施設立面図（別紙４－
１・４－２）、ｺﾞﾐ仮置場及び清掃員詰所（別紙５－１・５－２）、都市計画区域関係（別紙６－１・６－２・６－３）、建築関係法令と
の適合について（別紙７）、ハザードマップ（別紙８） 



 
３．事業の収支及び資金計画の概要 

 
 

 

  

利便施設等の事業計画及び資金計画
1. 収支計画

（単位：千円）

金　　額
（供用から２3年間累計）

　工事費

　　利便施設等建設費 4,813,444

　用地費

　　利便施設等用地費 420,292

計 5,233,736

（単位：千円）

　事業収入 9,618,623

計 9,618,623

　維持管理費

　　利便施設等維持管理費 3,866,070

　一般管理費 257,600

　連結料 4,531

　公租公課 105,432

　減価償却費 3,495,241

計 7,728,874

利益 1,889,749

(1) 設備投資費

科　目

収入

投資

支出

(2) 運営費（供用から23年間累計）



 

 

  

供用 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 (単位：千円) 

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 小計
　事業収入 - 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 4,182,010

計 - 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 4,182,010
　維持管理費
 　　利便施設等維持管理費 - 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 1,680,900

　一般管理費 - 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 112,000

　連結料 - 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 1,970

　公租公課 - 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 45,840

　減価償却費 - 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 1,519,670

計 - 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 3,360,380
- 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 821,630

234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130
-4,999,606 -4,765,476 -4,531,346 -4,297,216 -4,063,086 -3,828,956 -3,594,826 -3,360,696 -3,126,566 -2,892,436

11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目 (単位：千円) 

R19年度 R20年度 R21年度 R22年度 R23年度 R24年度 R25年度 R26年度 R27年度 R28年度 小計
　事業収入 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 4,182,010

計 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 418,201 4,182,010
　維持管理費
 　　利便施設等維持管理費 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 168,090 1,680,900

　一般管理費 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 11,200 112,000

　連結料 197 197 197 197 197 197 197 197 197 197 1,970

　公租公課 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 4,584 45,840

　減価償却費 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 151,967 1,519,670

計 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 336,038 3,360,380
82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 82,163 821,630

234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130 234,130
-2,658,306 -2,424,176 -2,190,046 -1,955,916 -1,721,786 -1,487,656 -1,253,526 -1,019,396 -785,266 -551,136

21年目 22年目 23年目 (単位：千円) 

R29年度 R30年度 R31年度 小計 合計
　事業収入 418,201 418,201 418,201 1,254,603 9,618,623

計 418,201 418,201 418,201 1,254,603 9,618,623
　維持管理費
 　　利便施設等維持管理費 168,090 168,090 168,090 504,270 3,866,070

　一般管理費 11,200 11,200 11,200 33,600 257,600

　連結料 197 197 197 591 4,531

　公租公課 4,584 4,584 4,584 13,752 105,432

　減価償却費 151,967 151,967 151,967 455,901 3,495,241

計 336,038 336,038 336,038 1,008,114 7,728,874
82,163 82,163 82,163 246,489 1,889,749

234,130 234,130 234,130
-317,006 -82,876 0

収入

支出

利益

FCF(利益＋減価償却費)
未回収残高

FCF(利益＋減価償却費)

FCF(利益＋減価償却費)
未回収残高

科　目

(2) 運営費

支出

利益

収入

支出

利益

科　目

収入

科　目

未回収残高

2. 年度別資金計画

供用 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 (単位：千円) 

R8年度 R9年度 R10年度 R11年度 R12年度 R13年度 R14年度 R15年度 R16年度 R17年度 R18年度 R19年度 R20年度 R21年度 小計
　工事費
　　 利便施設等建設費 4,813,444 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,813,444

　用地費
 　　利便施設等用地費 420,292 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 420,292

計 5,233,736 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,233,736

14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目 21年目 22年目 23年目 (単位：千円) 

R22年度 R23年度 R24年度 R25年度 R26年度 R27年度 R28年度 R29年度 R30年度 R31年度 小計 合計
　工事費
　　 利便施設等建設費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4,813,444

　用地費
 　　利便施設等用地費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 420,292

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,233,736

(1) 設備投資
科　目

投資

科　目

投資
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４．技術的基準等による審査結果について 

第１ 技術的基準について 

   該当事項なし 

第２ 事業者及び事業計画に関する審査基準について 

（１）事業者の資力・信用及び事業の安定性について 

 

【事業者の資力・信用等の評価】 

事業費は全額自己資本であり、総資産に対する計画投資額の割合も小さいこと等から、問題はない。 

審査の内容 対応状況

①欠格事項

・事業者の欠格事由に該当しないか 該当しない。

②事業経験・銀行取引状況

・事業経験 20年

・銀行取引状況 －

③業界事情と業界内地位

業界内ランク 高速道路会社６社中１位（令和６年度_休憩所事業部門_営業利益）

・株式の公開 非上場

・業界の売上高等の伸び率 －

④成長性・収益性・安全性

令和６年度

休憩所事業部門売上高　　343億円（全事業では1兆688億円）

休憩所事業部門営業利益　63億円（全事業では19億円）

経常利益　31億円

令和６年度

売上高経常利益率　9.0%(経常利益31億/休憩所事業部門売上高343億×100）

総資本経常利益率（※）　1.7%(経常利益31億/休憩所事業部門総資本1,778億×100）

総資産回転率（※）　19.3%(休憩所事業部門売上高343億/休憩所事業部門総資産1,778億×100）

固定資産回転率　11.2%(休憩所事業部門売上高343億/固定資産3,074億×100）

令和６年度

流動比率　720.1%(流動資産2兆2,583億/流動負債3,136億×100）

固定比率  111.5%(固定資産3,074億/自己資本2,757億×100）

自己資本比率　10.7%(自己資本2,757億/総資本2兆5,680億×100）

⑤事業計画の安定性

・営業開始後の銀行借入必要期間 なし

・投資回収期間 23年

・総資産に対する計画投資額の割合 2.7%（※）(設備投資48億／休憩所事業部門総資産1,778億×100）

（※）の指標における総資本、総資産は事業の種類別セグメント情報の休憩所事業資産を使用している。

・成長性

〔売上高、利益水準、（営業利益、経営利益）〕

・収益性

〔利益率水準（売上高経営利益率、総資本経営利益率）、

経営効果（総資産回転期間、固定資産回転期間）〕

・安全性

〔流動比率、固定比率、自己資本比率〕
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（２）地域との調和について 

審査の内容 対応状況

・地元の事業者が営業者（テナント）となるか 施設や土地を貸借する中日本エクシス㈱、トヨタ不動産㈱が主として営業者選定を実施する。

・地元のまちづくり計画と整合しているか 関係法令の諸手続き中であるが、県・市の担当部局の同意が得られている。

・一般道の交通に悪影響を与えないか 閉鎖型であり、一般道への影響はない。

・地元の人がどの程度利用するか 2.0km圏内の市街地に道の駅といった休憩施設がないことから、高い頻度での地元利用が想定される。

・立地について目立った反対運動はないか 周辺の民家からの反対運動は無い。

・立地について騒音・振動等近隣状況に支障はないか 騒音や振動を伴う施設は無いこと、周辺との民家等の離隔距離もあり、遮音壁の設置の必要性がない場所である。

・周辺の景観との調和はどうか 周辺地域との調和のため道路事業で設置するトイレとのバランスや調和を図る

・緑化・省エネ・省資源等環境対策に積極的に取り組んでいるか 園地は緑化し、営業施設も省エネ・省資源を考慮した資材を積極的に使用する。  

【地域との調和の評価】 

地元のまちづくり計画との整合が図られ、近隣状況にも支障がないこと等から、問題はない。 

 

（３）利用者の利便性について 

審査の内容 対応状況

・営業時間はどうか 7:00～21:00（調整中)

・公衆トイレの設置状況はどうか 高速道路事業にて設置予定

・バリアフリーに対する対応はなされているか
駐車場から商業施設の動線もバリアフリー対応を計画するとともに、施設内に段差を設けないなどのバリアフ
リー対応を計画している。

・道路案内等の情報提供を行うか
通行止め、渋滞情報といった道路案内情報提供については検討中。なお、公衆トイレにおいては道路情報を
提供。（道路事業）

・利用者ニーズが高いか 首都圏近郊のＰＡであり需要が十分に見込めることからニーズが高いと予想できる。

・複数業種のテナントにより多様なサービスが提供されるか
周辺地域の地場産品の取り扱いなどを計画しており、多様なサービスを提供可能。また自動販売機、お土産
及び飲食を提供する計画である。

・商品（アイテム数、地域指向の品揃え等）の取扱いは充実しているか 同上

・施設の利用者の範囲が限定されないか 閉鎖型であり、高速道路利用者が主である。高速道路を利用する多種、多様な利用者を想定している。

・高速道路利用者に独自の創意工夫によるサービスの提供が図られるか 地元の名産品・特産品の販売を通じ、地域色を打ち出したサービスを提供することを検討中。

・近傍の道路サービス施設（サービスエリア・パーキングエリアの休憩所
等）と競合しないか

直近の秦野ＳＡと約２４ｋｍ、駿河湾沼津ＳＡと約３０ｋｍ離れており、近隣の休憩施設との競合は無い。
 

【利用者の利便性の評価】 

高速道路利用者が利用可能な施設が新たに設けられることから、利用者の利便性の向上が期待できる。 
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（４）高速道路事業への収益還元について 

審査の内容 対応状況

・高速道路の利用者を増加させる効果はどうか
小山ＰＡ(仮称)を設置することにより、高速道路利用者の利便性が向上するとともに高

速道路全体として安全性・快適性が向上し、利便向上に寄与していると考えられる。  
【高速道路事業への収益還元の評価】 

第二東海自動車道横浜名古屋線の建設に伴い、小山 PA(仮称)に営業施設が設置されることにより、高速道路利用者の利便性が

向上するとともに、高速道路全体として安全性・快適性が向上し、利便向上につながることが期待できる。 

 

５．総合評価（案） 

 上記のとおり、本計画（案）は、審査基準を満たしており、中日本高速道路株式会社を連結予定者とすることとし、今後、

詳細設計協議を進めていくこととしたい。 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 位置図 

 

（別紙１ー１）

位置図



 

第二東海自動車道名古屋線　小山PA航空写真 （別紙１ー２）



   
   

          

      
      

      

      

      
     

      

      

      

      
      

      
      

         

      

      

      

      
        

      

      
       

      
      

      
     

      

      

      

      
     

      
       

      
     

      

         

      
            

      

      

            
      

      
    

      
      

    

        

      

      

      
     

      

      

       

      
   

      

      
    

      
     

      

      

      

      

      

      
    

      

      
      

      
      

    

      
    

      

        

      
 

 

      
    

      

      
      

      

      

        

      
     

      

      
     

        

      
    

      

     

     

     

     

     

     
   

      
    

      

   
   

  

   

    

  

      

  

     

  

  

  

   

      

     

     

      

    

      

  
    

    

    
      

 

   

     

     

  

    
    
    

    

    

  

       

    

             

    
  

    

      

 

     

    

      

      

    
    
    
    

   
    

    

    

  

    
 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

                

         
         

      
    

      
    

   

      

      
        

        
    
 

      

         

      
   

      
      
      

      
   

      
      
      

      
       

      
      

      
      

      

              
    
 

       

      
     
    

      

      
        
     

      
      

      
         

          
          

      
          

    

      
            

    

      
               

              

      
      

      
      

     

      

        
      
    

         

         
    

      
      

      
      
     

      
      
    

      
      

      
    

      

      
   

      

      
    

      

      

      

      
      

            
     

      
     

      
      

         

      
     

    
    

               

      
     
    
    
    
                  

    

      
          

  

      
           
  

     

   

     
  

     
   

     
  

       

     
   

     
  

     

      

     
  

     

      

      
     

  

      
    

 

      

     

     

    
    

    
    

   

  
 

 

  
  

  
  

  
  

 

    

     
      

       

       

       

       

       

       

    

       
       

       

     

       

       

       

      

       

       

       

      

       

  

     

  

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

    

    
    

    

        

  
  

  
  

    

  
  

    

        

    
    

    

    

    

    

    

    

   
   

   

   
    

 

     
  

     
  

   
    

    

    

    

    

    

    

      

  
  

  
  

  
 

                      

               

    

  
  

                        

                       

             

            

 

 

 

  

 

  

 

 

  

凡　例

…連結敷地

…道路区域

凡　例

商業施設②

商業
施設①

ゴミ仮置場及び
清掃員詰所

【配置図】小山PA（仮称）上り線 （別紙２－１）



凡　例

…道路区域

…連結敷地

凡　例

商業
施設

ゴミ仮置場及び
清掃員詰所

【配置図】小山PA（仮称）下り線 （別紙２－２）



【平面図】小山PA（仮称）上り線　商業施設①

1/2

（別紙３－１）



【平面図】小山PA（仮称）上り線　商業施設②

2/2

（別紙３－１）



【平面図】小山PA（仮称）下り線　商業施設 （別紙３－２）



【立面図 】小山PA（仮称）上り線　商業施設①

1/2

（別紙４－１）



【立面図 】小山PA（仮称）上り線　商業施設②

2/2

（別紙４－１）



【立面図】小山PA（仮称）下り線　商業施設 （別紙４－２）



【平面図・立面図】小山PA（仮称）上り線　ゴミ仮置場及び清掃員詰所 （別紙５－１）



【平面図・立面図】小山PA（仮称）下り線　ゴミ仮置場及び清掃員詰所 （別紙５－２）
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都市計画図（都市計画区域内） 

 

（別紙６－１） 
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都市計画決定一覧表 

 

（別紙６－２） 



連結敷地

区域区分・用途地域

当該連結予定地は【市街化調整区域・用途地域の指定なし】である。

（別紙６－３）
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高速道路利便施設等の連結に係る建築関係法令等の適合について 

 

１．所在地        上り線：（起点）静岡県小山町字神小玉沢 314 番 5 

                 （終点）静岡県小山町字神明原 432 番 16 

             下り線：（起点）静岡県小山町字木賀 357 番 2 

（終点）静岡県小山町字サカダ本 445 番 15 

 

２．都市計画 

 （１）都市計画     都市計画区域内 

 （２）用途地域     市街化調整区域 

 （３）建蔽率・容積率  建蔽率：６０％・容積率：２００％ 

 

３．法的規制との適合性 

 関係法令等の名称 条文及び規制 適合性 

都市計画法 第２９条第１項 令和７年１２月申請予定 

建築基準法 第６条第１項 令和７年１２月申請予定 

条例 なし  

指導要綱等 なし  

（別紙７） 



連結予定地

（別紙８）

1/3

土砂災害ハザードマップ



（別紙８）

2/3

対象無し



連結予定地

3/3

（別紙８）


